
地域内の北東に位置する藤岡市の中心部は、本県の玄関口としての拠点性を活かした産業集積

が進んでいます。

藤岡市の山間部や奥多野地域では、神流川・御荷鉾山などに代表される豊富な自然や森林資源、

伝統文化等に恵まれた地域特性を活かした観光や地域活性化のための取組が進められています。

山間地を多く抱えていることから、土砂災害対策が必要な

箇所が多く残されており、土砂災害から人命と財産を守る

ための取組が必要です。

奥多野地域を中心に、緊急輸送道路※における落石対策が

必要な箇所が多く残されており、豪雨や地震等による道路

の通行制限や孤立の発生を防ぐための取組が必要です。

隣接県を含む地域の交流促進や地域活性化に資する、都市

間や地域間交流を促進するための取組が求められています。

高速道路網へのアクセスが悪い地域が多く、物流の効率化

や地域間連携を強化するための取組が求められています。

① 土砂災害リスクを軽減するため、天神沢

の土石流対策や山崎町１地区のがけ崩れ

対策、駒留地区の地すべり対策等を推進

します。

② 災害時にも機能する強靭な道路ネット

ワークを構築するため、国道462号の落

石対策や県道藤岡本庄線の電線共同溝の

整備等を推進します。

地域の優れた特性

地域の現状と課題

自然災害の備えに対し重要と考え

る住民は多いが、満足度は低い。

災害時においては、県や市町村の

連絡調整を密にし、迅速な復旧活

動に重点的に取り組む必要がある。

幹線道路を整備しても、生活に密

着した道路網の利便性が向上しな

いと、そのメリットが生きてこな

い。

県民の声

地域の課題を解決するための主な取組方針

① 物流の効率化や地域間連携を強化するた

め、県道前橋長瀞線（神田工区）のバイ

パス整備等を推進します。

② 都市間や地域間交流を促進するため、県

道寺尾藤岡線のバイパス整備等を推進し

ます。

③ 歩行者や自転車の安全な通行を確保する

ため、県道藤岡大胡線の歩道整備等を推

進します。

災害レジリエンスＮｏ.１の実現政策１ 多様な移動手段の確保政策３

多野藤岡地域は県の南西部に位置し、藤岡市と多野郡上野村・神流
町の１市１町１村で構成されています。総面積は県全体の約7.5%で、
東西に約47km、南北に12kmと東西方向に細長い地形となっており、
そのうち4分の1が平坦部、4分の3が山間部です。また、人口は県全
体の約3.5%を占めていますが、藤岡市の平坦部に人口が集中してい
ます。
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。
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施策 目的

1 天神沢 土石流対策 藤岡市上日野 R2

2 森沢 土石流対策 藤岡市下日野 R2

3 大栃１−２地区 がけ崩れ対策 藤岡市坂原 R4

4 山崎町１地区 がけ崩れ対策 藤岡市藤岡 R5

5 大栃１−１地区 がけ崩れ対策 藤岡市坂原 R6

6 駒留地区 地すべり対策 藤岡市下日野 R6

7 向屋２地区 がけ崩れ対策 上野村新羽 R8

8 国道299号 落石対策 上野村勝山・乙母 R4

9 国道462号(柏木工区) 落石対策 神流町柏木 R4

10 国道462号(生利工区) 落石対策 神流町生利 R4

11 国道462号(藤岡工区) 落石対策 藤岡市坂原・保美濃山 R4

12 国道462号(魚尾工区) 落石対策 神流町魚尾 R4

13 県道藤岡本庄線(藤岡工区) 電線共同溝 藤岡市藤岡 R4

施策２

自動車交通網の整備

生活に密着した道路網の利

便性の向上のため
14 町道麻生小平線 現道拡幅(代行) 神流町森戸 R3

物流の効率化や地域間連携

を強化するため
15 県道前橋長瀞線(神田工区) バイパス整備 藤岡市矢場〜神田 R6

16
県道下栗須馬庭停車場線(下栗須工区) 

現道拡幅

藤岡市下栗須

～中栗須
R5

17 国道299号(古鉄橋上流工区) バイパス整備 神流町神ヶ原 R5

18 県道寺尾藤岡線(山名工区) バイパス整備
高崎市根小屋町

～藤岡市篠塚
R6

19 県道下仁田上野線 現道拡幅 上野村楢原 R7

20 県道上日野藤岡線(黒石工区) バイパス整備 藤岡市下日野 R9

21 県道下日野神田線(神田工区) 歩道整備 藤岡市神田 R2

22 県道藤岡大胡線(本郷工区) 歩道整備 藤岡市本郷 R3

23 県道上日野藤岡線(上日野工区) 歩道整備 藤岡市上日野 R3

24 県道前橋長瀞線(浄法寺工区) 歩道整備 藤岡市浄法寺 R4

２．令和６年度までに着手予定の事業

施策 目的

25 乙母地区 がけ崩れ対策 上野村乙母

26 野栗４地区 がけ崩れ対策 上野村新羽

27 勝山１地区 がけ崩れ対策 上野村勝山

28 塩之沢９地区 がけ崩れ対策 上野村楢原

29 三岐(C)地区 がけ崩れ対策 上野村楢原

30 寺沢川 土石流対策 神流町万場

31 森戸沢 土石流対策 上野村乙父

施策３

歩行者・自転車の安全な

移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通

行を確保するため
32 県道前橋長瀞線(中神田工区) 歩道整備 藤岡市神田

３．着手に向けて検討する事業

施策 目的

33 県道前橋長瀞線(柳瀬橋工区) 現道拡幅 藤岡市中島

34 県道寺尾藤岡線(篠塚工区) バイパス整備 藤岡市篠塚

地域間連携を強化するため 35 (都)新町駅南通り線 道路新設 藤岡市岡之郷

36 県道寺尾藤岡線(藤岡工区) 歩道整備 藤岡市藤岡

37 県道藤岡大胡線(岡之郷工区) 歩道整備 藤岡市岡之郷

主要事業一覧（多野藤岡地域）

政策３．多様な移動手段の確保

施策３

防災インフラの整備

（中長期レジリエンス戦略）

都市間や地域間交流を促進

するため

施策３

歩行者・自転車の安全な

移動空間の整備

１．継続事業
政策

政策１．災害レジリエンスＮｏ.１の実現

事業名 所在地

所在地

土砂災害リスクを軽減する

ため

災害時にも機能する強靭な

道路ネットワークを構築す

るため

歩行者や自転車の安全な通

行を確保するため

完成

予定

備考
政策

事業名

施策３

歩行者・自転車の安全な

移動空間の整備

歩行者や自転車の安全な通

行を確保するため

番

号

番

号

番

号

政策３．多様な移動手段の確保

施策２

自動車交通網の整備
都市間や地域間交流を促進

するため

備考
政策

事業名 所在地

政策１．災害レジリエンスＮｏ.１の実現

政策３．多様な移動手段の確保

施策３

防災インフラの整備

（中長期レジリエンス戦略）

土砂災害リスクを軽減する

ため
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